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設計条件等 設計手法・項目 結 果

・西大阪治水事務所の設計指針に準拠

・上載荷重：常時1.0tf/m2地震時0.5tf/m2

・将来の盛土荷重を考慮
（緩傾面形状とスーパー堤防形状で検討）

・設計水平震度：気中0.2 水中0.4

・設計水位 HWL OP+2.1m

LWL OP+0.5m

RWL OP+1.3m

・土質定数
砂質土：設計基準に準拠Φ=√(12×N)+20

粘性土：土質試験による：C=0.5+0.19Z (Z=0、OP±0.0m)

No.3-1～No.3-8を使用
改良土：設計基準に準拠Φ=35°
変形係数：E=22kgf/cm2

（孔内水平載荷試験及び一軸圧縮試験）

・水平地盤反力係数：k=ko・ｙ‐1/2及びko=α・Eo・D‐3/4

（旧道示より）

・チャン式の根入長：L=3/β（El≦1012）
L=2.5/β（El＞1012）

・許容変位量：常時5.0cm、地震時20.0cm

鋼管の設計
・チャンの式（根入長、応力度、変位）
・フレーム解析（応力度、変位）
・チャン式とフレーム解析の結果の大きい方
で断面決定

・主働、受働土圧の釣合位置に仮想海底面
を設定

・前面捨石層の施工により仮想海底面を上
昇させた
・鋼管矢板の支持力の検討
・前面捨石の検討（捨石層幅の決定）

・リブ付鋼管（Φ1200、t=12mm）
（常時）
σs=340＜σa=1400：OK

δs=4.2＜δa=5.0：OK

（地震時）
σs=1400＜σa=2100：OK

δs=19.8＜δa=20.0：OK

・鋼管（Φ1200、t=12mm）
（常時）
σs=559＜σa=1400：OK

（地震時）
σs=1980＜σa=2100：OK

・杭の支持力
R=39.7＜Ra=120.4：OK

σ（kg/cm2）δ（cm）R（tf/本）

・必要捨石厚：2.6cm

・必要捨石長：9.5m

◆鋼管矢板護岸の設計（平成４年３月）

鋼管矢板護岸の設計概要（設計条件・設計手法・結果）出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より
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◆設計に使用した土質定数及び特性値

図：設計定数

鋼管矢板護岸の設計概要（設計条件・設計手法・結果）出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より



スーパー堤防の設計概要
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【スーパー堤防設計における検討項目】

検討項目 計算手法等 設計条件等

圧密沈下計算 ・一次元圧密沈下計算
（最終圧密沈下量の計算）

・圧密沈下時間の計算

・300日後の残留沈下量の計算

【高規格堤防盛土設計・施工マニュアル(案)H8.9】
・上載荷重：民地2.0tf/m2、公共地1.0tf/m2
・圧密沈下対象層：Ma-13（沖積）、Ma-12（洪積）
・供用開始時（盛土施工後300日）の残留沈下量

を10cm以下とする。

すべり破壊
に対する安
定性の検
討

液状化の判定 ・FL法による判定 【高規格堤防盛土設計・施工マニュアル(案)H8.9
及び道路橋示方書・同解説】
・設計震度：0.18（強震帯地域）
・液状化対象層：Aus層、As1層
・FL値≦１（液状化発生）

円弧すべりの
計算

・平常時、高潮時、急低下時、液
状化時における円弧すべり計算

【高規格堤防盛土設計・施工マニュアル(案)H8.9】
・常時、地震時、液状化時で検討
・上載荷重：民地2.0tf/m2、公共地1.0tf/m2
・設計震度：0.15（強震帯地域）
・円弧すべり安全率＞1.2

既存構造物への影響 ・FEM弾性解析 ・モデル化範囲：幅500m、深さOP-45.0m
・上載荷重：民地2.0tf/m2、公共地1.0tf/m2
・応力照査（許容応力度以内）
・変位照査（護岸水平変位10cm以下）

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より
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スーパー堤防の設計概要

●設計に使用した土質定数及び特性値

◆スーパー堤防の設計

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

図：スーパー堤防設計A区間



スーパー堤防の設計概要
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【スーパー堤防の設計範囲図】

設計A区間

設計B区間設計C区間

安治川

【設計検討結果概要（A・B・C区間）】

結果

検討項目 対策前 対策後

既設構造物への影響
FEM弾性解析の結果
鋼管矢板の天端変位量10cm以下 ⇒ OK
応力照査：許容応力度内 ⇒ OK

設計照査結果

圧密沈下 施工後300日の残留沈下量10cm超え ⇒ NG ドレーン工法により、残留沈下量10cm以下 ⇒ OK

すべり破壊に対する
安定性の検討

液状化判定（As1上層部）NG
円弧すべり（液状化時）安全率1.2下回る ⇒ NG

サンドコンパクションパイル工法により、安全率1.2以上 ⇒ OK

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より



出典: 道路土工 軟弱地盤対策工指針,H24

解析モデルの比較検討

6

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

・圧密沈下予測には、基礎地盤の地盤変状を評価するため二次元FEM解析を用いる。
・安治川護岸補強技術検討委員会を踏襲し、粘性（クリープ効果）や、異方圧密の効果、
二次圧密の効果等が考慮されている弾塑性解析（関口・太田モデル）を用いる。
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弾粘塑性構成モデル（関口・太田）
●弾粘塑性モデル（関口・太田）

図） FEM解析メッシュ

表） 解析モデル一覧

鋼管矢板護岸の変状解析は、地盤および各種構造物を有限要素モデルとしたFEM 解析（解析コード；Dif－System Ver.4.5 デジタルソイル㈱ 2004）により計算を行う
こととする。
表に各要素の解析モデルの一覧、図に解析メッシュを示す。砂質系地盤は線形弾性モデルとし、粘性土地盤のモデル化については、地盤変形の非線形性に加え、
粘性項を加えた弾・粘塑性モデル（関口・太田モデル）を採用することとした。なお、捨石層および埋土層については、材料の不均質性を考慮し、弾塑性モデル（Mohr
－Coulomb モデル）を用いることとした。

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より



（※腐食代1㎜考慮）

鋼管矢板護岸 鋼矢板護岸

杭径 m

杭長 m

杭間隔 m

肉厚 m

弾性係数 kN/m2

断面積 m2

断面係数 m3

断面2次モーメント m4

鋼矢板

設定値

鋼矢板VL型

（SY295）

2.87E-06

5.73E-04

20

－

－

2.00E+08

2.44E-02

－

26.50 26.50

1.27 1.27

2.00E+08

3.23E-02 1.28E-01

鋼管矢板

9.49E-06 2.33E-05

SKK400 SKK400

一般部断面性能 リブ付部断面性能

0.012

1.20 1.20

0.012

2.00E+08

5.69E-03 1.40E-02

解析モデルにおける既設構造物（鋼管矢板・鋼矢板）のパラメータ
出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より
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弾粘塑性構成モデルに使用するパラメータ
●弾粘塑性モデル（関口・太田）

地盤変形解析に使用する弾粘塑性モデルの土質パラメータは、既往の土質調査結果等に基づき、下表のとおり設定する。

表） 弾粘塑性モデルに使用する地盤パラメータ一覧

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より
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弾粘塑性構成モデルに使用するパラメータ決定方法

●主要入力パラメータ決定方法のフローおよび設定値一覧

図） 各種パラメータ決定フロー

表） 入力パラメータ一覧

出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

①間隙比分布

図５－３－５ 間隙比分布

１）物理特性及びコンシステンシー特性
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

②自然含水比分布

図５－３－６ 自然含水比分布

１）物理特性及びコンシステンシー特性
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

③塑性指数分布

１）物理特性及びコンシステンシー特性

図５－３－７ 塑性指数分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

１）物理特性及びコンシステンシー特性

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

④湿潤密度分布

図５－３－８ 湿度密度分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

２）圧縮指数及び膨潤指数

①圧縮指数分布

図５－３－９ 圧縮指数分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

２）圧縮指数及び膨潤指数

図５－３－１０ 膨潤指数分布

②膨潤指数分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

３）圧密降伏応力（OCR）

①圧密降伏応力分布

図５－３－１１ 圧密降伏応力分布



18

各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

３）圧密降伏応力（OCR）

②OCR分布

②OCR分布

図５－３－１２ OCR分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

４）非排水せん断強度（Φ’）

図５－３－１３ 非排水せん断強度分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

５）初期間隙比

図５－３－１５ 初期間隙比分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

６）透水係数

図５－３－１６ 透水係数分布
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各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－1】室内試験結果より設定される各種パラメータの根拠

図５－３－１４ CU試験結果



各種パラメータの設定根拠
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出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－２】 透水性変化指数について



各種パラメータの設定根拠
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出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より

【補足－３】 バーチカルドレーン改良部のモデル化について



改良部（バーチカルドレーン）の透水係数を修正することにより圧密促進効果を再現する。

バーチカルドレーンによる見かけ上の透水係数の増加は、安治川護岸補強技術検討委員
会において、下記の手法により設定している。

◆改良体（バーチカルドレーン）の設定方針

◆透水係数修正方法

解析No.1 解析No.2

ドレーンピッチ 1.3m 1.4m 1.2m 1.3m

現地盤透水係数 1.40E-7（cm/s） 2.70E-7（cm/s）

改良後 3.08E-5（cm/s） 2.52E-5（cm/s） 3.24E-5（cm/s） 2.70E-5（cm/s）

α 220 180 120 100

25

各種パラメータの設定根拠 出典：安治川護岸補強技術検討委員会資料より
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湿潤 γt 飽和 γsat

13 0.33 19.0 20.1 1.0E-03 9,100 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

6 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 4,200 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

2 0.33 18.0 19.1 1.7E-07 1,400 0.62 0.09 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N 過年度設定値 過年度設定値 Mesriの提案式より設定

2 0.36 18.0 19.1 1.6E-07 1,400 0.70 0.07 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N
Ccの取りうる範囲から

設定
Cc/10 Mesriの提案式より設定

2 0.36 18.0 19.1 2.3E-07 1,400 1.01 0.12 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N 過年度設定値 過年度設定値 Mesriの提案式より設定

4 0.35 18.0 19.1 1.4E-07 2,800 0.50 0.05 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N
Ccの取りうる範囲から

設定
Cc/10 Mesriの提案式より設定

4 0.35 18.0 19.1 1.4E-07 2,800 0.50 0.05 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N
Ccの取りうる範囲から

設定
Cc/10 Mesriの提案式より設定

7 0.33 18.0 19.1 1.0E-07 19,600 0.36 0.04 0.006

標準貫入試験
の平均値

地盤
の一般値

「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw
粘性土の
一般値

2800N λ=0.434Cc Cc/10 Mesriの提案式より設定

60 0.33 19.0 20.1 1.0E-03 168,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

2800N

8 0.32 18.0 19.1 5.3E-08 22,400 1.40 0.14 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 2800N
「 桜島入堀上流右岸の地盤

評価研究（受託研究）,R2」

地質調査結果

Cc/10 Mesriの提案式より設定

60 0.33 18.5 19.6 1.0E-03 168,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

2800N

10 0.33 20.0 21.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

10 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

10 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

10 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

変形特性・圧密特性

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧縮指数
Cc

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

Dc1

膨潤指数
Cs

Amc1

Aus

Amc2

（川側）

変形係数
Em

(kN/m2)

二次圧密係数
C α

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

Ma-12

Tsg2

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

物理特性

Alc

（陸側）

Alc

（川側）

B

土層
(分類) 平均N値

単位体積重量 (kN/m3) 透水係数

k (cm/s)

SP堤防

Tsg1

改良体
盛土

埋土

捨石

ポアソン比
ν

Amc2

（陸側）

【解析モデルNo.1】各種パラメータの設定（見直し後）

注）過年度設定値とは、安治川護岸補強技術検討委員会で設定されたパラメータ
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湿潤 γt 飽和 γsat

13 0.33 19.0 20.1 1.0E-03 9,100 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

6 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 4,200 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

2 0.33 18.0 19.1 1.7E-07 1,400 0.62 0.09 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N 過年度設定値 過年度設定値 Mesriの提案式より設定

2 0.36 18.0 19.1 1.6E-07 1,400 0.70 0.07 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N
Ccの取りうる範囲から

設定
Cc/10 Mesriの提案式より設定

2 0.36 18.0 19.1 2.3E-07 1,400 1.01 0.12 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N 過年度設定値 過年度設定値 Mesriの提案式より設定

4 0.35 18.0 19.1 1.4E-07 2,800 0.50 0.05 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N
Ccの取りうる範囲から

設定
Cc/10 Mesriの提案式より設定

4 0.35 18.0 19.1 1.4E-07 2,800 0.50 0.05 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 700N
Ccの取りうる範囲から

設定
Cc/10 Mesriの提案式より設定

7 0.33 18.0 19.1 1.0E-07 19,600 0.36 0.04 0.006

標準貫入試験
の平均値

地盤
の一般値

「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw
粘性土の
一般値

2800N λ=0.434Cc Cc/10 Mesriの提案式より設定

60 0.33 19.0 20.1 1.0E-03 168,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

2800N

8 0.32 18.0 19.1 5.3E-08 22,400 1.40 0.14 0.006

過年度設定値Φ
より算出

過年度設定値
「軟弱地盤対策工指針
(H24)」の自然地盤・粘

性土の平均値

γ ｔ -9－γw 過年度設定値 2800N
「 桜島入堀上流右岸の地盤

評価研究（受託研究）,R2」

地質調査結果

Cc/10 Mesriの提案式より設定

60 0.33 18.5 19.6 1.0E-03 168,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

2800N

10 0.33 20.0 21.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

10 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

10 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

10 0.33 18.0 19.1 1.0E-03 7,000 － － －

過年度設定値
地盤

の一般値
過年度設定値 γ ｔ -9－γw

砂質土の
一般値

700N

変形特性・圧密特性

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧縮指数
Cc

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

Dc1

膨潤指数
Cs

Amc1

Aus

Amc2

（川側）

変形係数
Em

(kN/m2)

二次圧密係数
C α

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

Ma-12

Tsg2

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

圧密沈下計算上、弾性体として扱うため設定不要

物理特性

Alc

（陸側）

Alc

（川側）

B

土層
(分類) 平均N値

単位体積重量 (kN/m3) 透水係数

k (cm/s)

SP堤防

Tsg1

改良体
盛土

埋土

捨石

ポアソン比
ν

Amc2

（陸側）

【解析モデルNo.２】各種パラメータの設定（見直し後）

注）過年度設定値とは、安治川護岸補強技術検討委員会で設定されたパラメータ



・孔内水平載荷試験から得られた変形係数Eと標準貫
入試験のN値の関係については、地盤材料に関わらず
E=700N (kN/m2）という関係が近似的に成立しており
(右図)、沖積層に対しては、E＝700Nとした。

・なお、比較的安定した洪積層に対しては、安治川護岸
補強技術検討委員会と同様、E＝2800Nを用いる。

【変更前】 沖積層の変形係数：E=2800N

【変更後】 沖積層の変形係数：E=700N

地盤定数の見直し（変形係数）

孔内載荷試験より得られた変形係数とN値との関係
「地盤調査の方法と解説」 （社団法人 地盤工学会）

◆変形係数Eの設定

28



・二次圧密係数については、「道路土工 軟弱地
盤対策工指針,H24」に準拠し、算出する。

・平均含水比は地質調査結果（R元年度）から
W=60%とする。（右図参照）

W=60%

【変更前】 Cα=0.009～0.028

【変更後】 Cα=0.0001×w=0.0001×60=0.006

地盤定数の見直し（二次圧密係数）

出典: 道路土工 軟弱地盤対策工指針,H24

（参考：二次圧密係数の推定方法）

◆二次圧密係数の設定

29



・洪積粘性土層（Ma12）は、深度が深く、安治川護
岸補強技術検討委員会では、土質試験がされて
おらず推定値を用いていたが、地質調査（令和元
年）から、試験値が得られたため、これを用いた。

【変更前】 Cc=1.93

【変更後】 Cc=1.40 （最大値付近）

Cc=1.4

地盤定数の見直し（圧縮指数）

圧縮指数Ccの深度分布

◆圧縮指数Ccの設定（Ma12）

30



・安治川護岸補強技術検討委員会において設定されているパラメータを基本とし、観測結果と乖離が
みられる場合、パラメータキャリブレーションを実施する。

・計測が経年的に実施されている項目に着目した実挙動とのフィッティングを行う。

将来予測におけるフィッティング方法

◆将来予測におけるフィッティング方法

【パラメータキャリブレーション方法】

フィッティングする観測結果に整合性の高い解析結果とするため、沈下量や沈
下速度に応じて圧縮特性を変化させ、解析結果を観測結果に近づけていく。 31



・粘性土層の圧縮係数Ccについて、パラメータキャリブレーションを実施
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陸側のCcを0.7(既往 0.93)に変更した

海側は既往設定と同様(Cc 1.01)とした

陸側、海側ともCcを0.5(既往 0.72～0.71)に変更した

Amc2層 海側 陸側

変更前 1.01 0.93

変更後 1.01 0.70

Alc層 海側 陸側

変更前 0.71 0.72

変更後 0.50 0.50

圧縮指数Ccのパラメータキャリブレーション

パラメータキャリブレーション後の圧縮指数Ccは
標準偏差（±σ）内にあることを確認

令和元年
平成3年

令和元年
平成3年

※ボーリング調査箇所 No.4

将来予測におけるフィッティング方法

32

備考）変更前の数値は、安治川護岸補強技術検討
委員会で設定されたものである。
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圧密降伏応力Pcの深度分布図（未改良部（護岸部））

● 詳細に圧密試験を行ったNo.４地点以外は、３深度でPcを求めている。
● 若干のばらつきはあるが、全体にほぼ正規圧密を示していることがわかる。
● 深部では、圧密降伏応力（Pc）が有効土被り圧（Po)より大きい傾向があることがわかる。

【No.1】 【No.3】 【No.4】 【No.7】 【No.8】
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圧密降伏応力Pcの深度分布図（改良部（堤防部））

● No.２ 、No.５、No.６はスーパー堤防上のボーリングのため、
No.１、No.３、No.４ 、No.７、No.８より盛土厚が厚くPcが大きくなっている。

● 若干のばらつきはあるが、全体にほぼ正規圧密を示していることがわかる。

【No.2】 【No.5】 【No.6】
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圧密降伏応力Pc（試験値・解析値）の深度別分布の比較図（No.４）

● 詳細に圧密試験を行ったNo.４地点において、令和元年時点の試験値Pcと解析値Pｃを深度別に比較を実施。
● 全体的に解析値Pcは試験値Pｃよりも小さい傾向にあるが、深部においては、試験値Pｃと同様に、

圧密降伏応力（Pc）が有効土被り圧（Po)より大きくなる傾向がみられる。
● 浅部においては、解析値Pcは試験値Pｃよりも小さい傾向にあることから、

将来変動量予測の解析結果は、実際よりも危険側の結果となっていることが推察される。

解析値

試験値

粘
性

土
層

（
沖

積
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性
土

M
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3）

Amc

Alc


